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Color index mapping of landform and buildings using a drone equipped with a multispectral
camera and infrared camera to extract features
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	近年、無人航空機（UAV：通称ドローン）の飛行性能、高精度位置測位を伴った精度の高い飛行によって、目的の撮影位置からの画像を短時間で収集できるようになった。さらに、撮影用のカメラの高性能化は可視領域だけでなく、特定のスペクトルや赤外線といった人の目に見えない箇所の撮影も可能になっている。この人の目には通常見えない特徴を抽出し、３Dインデックスマッピングさらにはその、３D造形を手にとることで、多角的な視点から直感的にその地形や建物の特徴を理解する技術の一例を示す。
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